
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題設定 

               

解
決
・
ま
と
め 

 

 

 

 

 

 

 

 

習得・活用 

旭川市立朝日小学校              授業日：令和元年 １２月６日（金）２校時 
学年 教科 単元名 児童 場所 指導者 

１年 算数科 くらべかた １年２組１７名 
１年２組 

教室 
石塚 泰鑑 

 

単元マップ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

行事の写真を見て活

動を振り返る。「学芸

会の殿様と家来の髷の

長さ」「運動会の水筒

の中身の量」「遠足の

敷物の広さ」に注目さ

せ「比べる」という視

点に気付かせる。 

＜学習問題＞ 

長さ，かさ，広さは

どのように比べられ

るのだろう。① 

育成する思考力・判断力・人間性等 「身の回りにあるものの量の大きさの比べ方を見いだす」 

長さ，かさ，
広さ，比べる 

身に付けさせる 知識・技能 

日常生活や学校生活の中でも，直接的，間接的に「比べる」ことで解決する
事象があることに気付き，筋道を立てて，比べ方を考えようとする姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分が選んだ，長さ・かさ・広さを，基に

なるものがいくつ分あるかで比べることが

できる。⑧（本時） 

事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え，根拠を基に筋道

を立てて考え，統合的・発展的に考えること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活用 

長さ･
かさ･広
さを比べ
る練習問
題に取り
組む。 
身の回

りの，長
さ･かさ･
広さを比
べる場面
を考え
る｡⑦ 

ペットボトルや
水筒の水のかさ
の，直接･間接･
任意単位による
比較を行う。④ 

陣取りゲ
ーム，練
習問題に
取り組
む。⑥ 

揃える，重ねる，いくつ分 
直接・間接比較，任意単位による比較 

箱を重ね
て入る量
を比較す
る。 
(体積)⑤ 

単元で育てたい資質・能力  
・長さ，広さ，かさなどの量の大きさの直接，間接比較，また，任意単位を用いての大きさの比
較することができる。                         （知識及び技能） 

・身の回りにあるものの特徴を量に着目して捉え，量の大きさの比べ方を見いだすことができる。 
（思考力・判断力・表現力等） 

・数量や算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。 
（学びに向かう力・人間性等）                                                                                                          

          

机の高
さ,縦･横
の長さ
を，鉛筆
や消しゴ
ムを使っ
て比べ
る｡(任意
単位を用
いた比
較)③ 

辞典とノートの
表紙の直接比較
及び，給食台と
机の盤面の任意
単位による比較
を行う。⑤⑥ 

鉛筆，ひ
も，はが
きの縦･
横を揃え
たり，端
を合わせ
たりして
比べる。
（直接・
間接比
較）② 

長さ 

かさ 

広さ 

・生活科「いっしょにいるとあ

んしん」 

・図工「いろいろなはこから」 

・２年算数「長さ」「水のりょう」 

数学的な 
見方・考え方 

 

子どもの深い
学びの姿 



 

研究内容２～協働的に問題を解決する子供～ 

本時の展開【８時間目／８時間扱い】＊思考アクティブ化シートＢ－③【  活用重視  】 

〈本時の目標〉 
身の回りの様々なものを比べる場面を見付け，適切な任意単位を用いて比べることができる。 

（知識及び技能） 

 
子供の学習活動 子供の思考 

□教師の働きかけ 

◎主な発問 ◆評価（評価方法） 

☆思考アクティブ化ポイント 

導
入 
７
分 
 

１ 前時を想起する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 見通しをもつ 
・ニコニコシートを記入する。 
 

＜問題＞ 

①長さ問題 

②かさ問題 

③広さ問題 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□比べるときのグループの人
数に，極端な偏りが出ない
ように配慮する。 

展
開 
28
分 

３ 追究・解決活動を行う 
○グループでの調べ方を相談 

   

 

 

 

 

○全体交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ まとめる 
 
 

 □「はかせどん」（早く簡単,

正確で,汎用性のある）な，

比べ方を意識させる。 

□任意単位として活用できる

道具を揃えておく。 

 

◎どんな物を使って，どのよ

うに比べたら,「はかせど

ん」な比べ方ができたか

な。 
☆既習事項の中から，より効果
的で汎用性のある比べ方を
考える。 
【思ア⑪見通す】 

◆適切な方法を選び取り，計

測している。 

（ノート・作業） 

終
末 
10
分 

５ 振り返る 

・ニコニコシートを記入する。 

・単元の振り返りをする。 

  

 

家でも比べてみたい。 

くふうして，ながさ，ひろさ，かさをくらべよう。 

ながさ，ひろさ，かさは，もとにするもののいくつぶんかでくらべると，くらべやすい。 

 

 

 

 

 

コップ何杯分かで比べよう！（かさ） 

画用紙を敷き詰めて何枚分かで比べるといい。（広さ） 

ひもを使った方が便利かも？（長さ） 

物と物を重ねたり，揃えたり，他の物を使ったりして比べるこ
とができたよ。 

学習したことを使ってやってみたい！ 

一人では大変そうだな。 

やり方がわかったぞ。 

何か道具を使いたいな。 

毎日の生活の中で，比べることはないかな？ 

ひもで比べると，縦が３本とちょっと，横が４本とちょっとだか
ら，横が１本分長いよ。 

ペットボトルで比べたよ。じょうろ３本分，バケツ５本分。バ
ケツが２本分多いよ。 

模造紙を敷き詰めたよ。マット６枚，戸は８枚ちょっと。戸が

２枚分広い。 

道具を使うと便利だった。 


